
※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

【成績の評価方法・評価基準】

期末試験で100％評価する

婦人科疾患について理解
している。

婦人科疾患について理解
が不十分である。

婦人科疾患について理解
できていない。

皮膚科疾患について理解
している。

皮膚科疾患について理解
が不十分である。

皮膚科疾患について理解
できていない。

【教科書】

栄養の教科書（新星出版社）

【参考資料】

到達目標
A

婦人科疾患について十分
な理解があり、患者への
説明と、他の医療従事者
との連携がとれる。

婦人科疾患について理解
があり、患者への説明が
できる。

皮膚科疾患について十分
な理解があり、患者への
説明と、他の医療従事者
との連携がとれる。

皮膚科疾患について理解
があり、患者への説明が
できる。

到達目標
B

到達目標
C

耳鼻咽喉科疾患について
十分な理解があり、患者
への説明と、他の医療従
事者との連携がとれる。

耳鼻咽喉科疾患について
理解があり、患者への説
明ができる。

耳鼻咽喉科疾患について
理解している。

耳鼻咽喉科疾患について
理解が不十分である。

耳鼻咽喉科疾患について
理解できていない。

精神心療内科疾患につい
て十分な理解があり、患
者への説明と、他の医療
従事者との連携がとれ
る。

精神心療内科疾患につい
て理解があり、患者への
説明ができる。

精神心療内科疾患につい
て理解している。
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【科目の目的】

臨床の現場で使える知識を提供し身につけることを目的とする。現代医療において重要な観点は、疾病ごとに病名が存在し、体系
的な知識の中で治療を進めていくことが重要である。また診断名の明らかな患者に対して他の医療機関と連携を取る手段として共
通認識を持てるよう疾病理解を深めていくことを目標とする。

【科目の概要】

臨床活動を行ううえで必要な知識である「疾患」に関する知識を、現代医学的な観点から学びます。

【到達目標】

Ａ：婦人科疾患の病態、症状、所見、治療、予後を理解する。
Ｂ：皮膚科疾患の病態、症状、所見、治療、予後を理解する。
Ｃ：耳鼻咽喉科疾患の病態、症状、所見、治療、予後を理解する。
Ｄ：眼科疾患の病態、症状、所見、治療、予後を理解する。
Ｅ：精神心療内科疾患の病態、症状、所見、治療、予後を理解する。

【授業の注意点】

ふつう あと少し

授業日数の4分の3以上出席しない者は定期試験を受験することができない。講義時間に無連絡で20分以上遅れた場合、受講はでき
るが出席の扱いをしない。明確な理由が無い早退は出席したとは認めない場合がある。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

要努力優れている よい

精神心療内科疾患につい
て理解が不十分である。

到達目標
D

眼科疾患について十分な
理解があり、患者への説
明と、他の医療従事者と
の連携がとれる。

眼科疾患について理解が
あり、患者への説明がで
きる。

眼科疾患について理解し
ている。

眼科疾患について理解が
不十分である。

眼科疾患について理解で
きていない。

到達目標
E

精神心療内科疾患につい
て理解できていない。
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自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

鼻、平衡聴覚器の構造と機能を理解する

難聴の概要を理解する

平衡障害の概要を理解する

疾病の概要を理解する

疾病の概要を理解する

目の構造と機能を理解する

円形脱毛症

アトピー性皮膚炎

蕁麻疹 疾病の概要を理解する

構造と機能

難聴

平衡障害

中耳炎

メニエール病

突発性難聴

アレルギー性鼻炎

副鼻腔炎

構造と機能

女性生殖器と乳腺の構造と機能を理解する
3

疾病の概要を理解する子宮癌

子宮癌

疾病の概要を理解する 3乳癌

子宮内膜症

科目名 臨床医学各論６ 年度 2026

Special Clinical Medicine 6 学期 後期英語表記

構造と機能 皮膚の構造と機能を理解する

婦人科疾患各論

婦人科疾患各論

4 皮膚科概要

授業内容

構造と機能
1

2

アレルギー アレルギー反応を理解する

接触性皮膚炎 疾病の概要を理解する

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得するスキル

婦人科疾患

婦人科疾患概要

3

子宮筋腫

疾病の概要を理解する更年期障害

月経異常

5 皮膚科疾患各論

6

11

12

14

精神心療内科疾患

13

麻酔科

15

皮膚科疾患

耳鼻科疾患7

8

9

眼科疾患10

精神心療内科疾患各論

全身麻酔

局所麻酔

耳鼻科概要

耳鼻科疾患各論

耳鼻科疾患各論

眼科概要

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3眼科疾患各論

眼科疾患各論

精神心療内科概要
精神科疾患各論

不安障害

統合失調症

結膜炎

角膜炎

麦粒腫

疾病の概要を理解する

疾病の概要を理解する

疾病の概要を理解する

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

白内障

緑内障

眼精疲労

網膜疾患

精神心療内科概要 精神心療内科の概要を理解する

疾病の概要を理解する

うつ病

麻酔概要

全身麻酔

局所麻酔

疾病の概要を理解する物質関連障害

心身症

麻酔の概要を理解する

全身麻酔法について理解する

局所麻酔法の概要、適応を理解する

3

3

3
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